
1977

115.

612,015,33-612,357,15.-612,45

血中殘餘 窒素諸劃分ニ及ボス「ヒヨール酸」

竝ニ「ア ドレナリン」ノ影響

岡山醫科大學生化學教室(主任清水教授)

 竹 内 信 夫

[昭和12年5月26日 受稿]

Aus dem Physiologisch-chemischen Institut der Medizinischen Fakultat Okayama.

 (Vorstand: Prof. Dr. T. Shimizu)

Uber den Einfluss der Cholsaure und des Adrenalins auf die verschiedenen

Fraktionen des Reststickstoffes im Blut.

Von

Nobuo Takeuti.

Eingegangen am 26. Mai 1937.

Um den Einfluss der Gallensaure auf den Eiweissstoffwechsel genauer zu studieren, 

hat der Verfasser unter Zufuhr von Cholsaure und Adrenalin oder von beiden zusammen 

den Gehalt des Harustoffs, des Aminosauren-und des Harnsaurestickstoffes im Blut von 

Kaninchen untersucht. Es wurde dabei gefunden, dass der Gehalt des Harnstoff- sowie 

Aminosaurenstickstoffes im Blut durch Cholsaure vermindert wird, wahrend dagegen 

der des Harnsaurestickstoffes durch sie vermehrt wird, und dass durch Adrenalin der 

Gehalt des Harnstoffstickstoffes vermindert, dagegen der des Aminosaurenstickstoffes 

weniger und der des Harnsaurestickstoffes deutlich vermehrt wird, wahrend durch 

Zufuhr von Cholsaure und Adrenalin zusammen der Gehalt des Harnstoffstickstoffes 

sowie des Aminosaurenstickstoffes bzw. des ersten vermindert, dagegen der des Ham-

saurestickstoffes betrachtlich vermehrt wird. Die Cholsaure wirkt also nicht immer 

gegen das Adrenalin antagonistisch, soweit es die verschiedenen Fraktionen des Rest-

stickstoffes im Blut betrifft. (Autoreferat)
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文 獻

第1章 緒 論

余1)ハ曩ニ 「ヒヨー ル酸 」及 ビ 「ア ドレナ リ

ン」 ノ血 中殘餘 窒 素ニ 及 ボ ス影 響 ヲ檢 シ,「 ヒ

ヨー ル酸 」ハ之ニ 抑 制 的ニ,「 ア ドレナ リン」ハ

促進 的ニ 作 用 スル事 ヲ證 明 シ,兩 者 ガ一 般 蛋

白代 謝ニ 拮 抗 作 用 ヲ有 スル コ トヲ報 告 セ リ.

飜 ツテ顧ミ ル ニ,唐 澤 利 千雄 氏2)(1926/27)

以 來教 室諸 家 ノ業 績(岡 村竹 次 氏3),畠 山拓 一

氏4),藏 本常 雄 氏5),箭 田繁福 氏 及ビ 田 中敬 三

氏6),田中 敬 三氏7))ハ膽 汁 酸 ガ一 般 蛋 白代 謝

ニハ抑 制作 用 ヲ呈 ス ルモ,核 蛋 白代 謝 ニ ハ却

ッテ亢 進 作 用ヲ ア ラハ ス事 ニ一 致 ス.茲 ニ於

テ余 ハ家 兎 ニ膽 汁 酸ヲ 投 與 シテ,其 ノ血 中殘

餘 窒 素 ノ一 劃 分 ヲナ ス尿 酸竝ニ 他 ノ劃 分即 チ

尿窒 素,「 ア ミノ酸 窒 素 」ニ及 ボ ス影 響 ヲ觀 察

シテ,以 テ膽 汁酸 ノ核 酸竝 ニ一 般 蛋 白代 謝ニ

對 スル態度ヲ一 層 明 カ ニ セ ン ト欲 ス.血 中殘

餘 窒 素 ノ各 劃 分,就 中 尿酸,尿 素 窒 素,「 ア ミ

ノ酸窒素 」ニ 及 ボ ス 「ア ド ンナ リン」 ノ影響

ニ關 シテ ハ諸 家 ノ實驗 ア リ.即 チ血 中 尿 酸 ハ

「ア ド レナ リ ン」注 射 ニ ヨ リテ.共 ノ注 射 直後

ハ減 少 スル モ,時 ヲ經 ルニ從 ヒテ却 ツテ増 加

ス ルヲ 認 メ.(田 代 重 氏8))或 ハ其 ノ注 射後 血

壓 上昇 ト共ニ 血 中尿酸 増量 ノ成 績ヲ 得 タ ル ア

リ.(E. Kraussu. Osterreicher氏9))又 其 ノ

注 射 後20分 乃 至30分ニ 血 中尿 酸 増 加 ガ最 高

ニ達 シ,之 ト共ニ 尿 中 尿酸 排 泄 モ亦増 加 ス ル

ヲ見 タル ア リ.(F. Gudzent, C. Maase u.

H. Zondek氏10))更ニ 之 等 ノ成績ニ 反 シテ

松 田恒 夫 氏11)ハ「ア ドレナ リン」注 射後膽 汁 中

ノ尿 酸 排 泄 ハ著 明ニ 増 加 スル モ,血 中尿 酸 量

ハ其 ノ増 加極 メテ 僅 少 ナ リ ト云 フ、即 チ血 中

尿酸 量 ハ「ア ドレナ リン」注 射ニヨ リテ一 般ニ

増 加 ス.

血 中尿素 量ニ 關 シテ ハ河 原 尚平 及 ビ水 野 慶

治兩 氏12)(昭 和6年),板 津饒 氏13)(昭 和3年),

田 代重氏14)(1926)竝ニ 成瀬 一男 氏15)(昭 和4

年)等 ノ成 績ニ據 レバ「ア ドレナリ ン」ハ尿 中

尿 素排 泄 ヲ増 加 スル モ,血 中 尿素 量 ハ却 ツ テ

減 少 セ シム ト云 フ.就中,成 瀬 氏 ニ ヨ レバ 其

ノ減 少 ハ 注射 後30分ニ 最 モ著 明 ニ ア ラハル

ト云 フ.

「ア ドレナ リ ン」ノ「アミ ノ酸 窒 素」ニ對 ス ル

影 響ニ 關 シテ ハJ.M. Luck u.S.W. Morse

氏16)等(1933)ニヨ レバ 「ア ドレナ リン」ハ血
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中「アミ ノ酸 窒 素」ヲ減 少 セ シム ル ヲ認 ム レ ド

モ,之ニ 反 シ岡 田清 三郎 氏17)(大 正9-10年),

黒 澤豊 氏18)(昭 和3年)等ニ ヨ レバ 血 液 及 ビ

筋 肉「ア ミノ酸」含 有 量 ハ「ア ド レナ リン」ニ ヨ

リ何 等 影響 ヲ受 ケズ ト云 フモ,シ カ シ副 交感

紳經 麻痺劑 「ア トロ ビン」ハ著 明 ニ之 ヲ減 少 ス

ト云 フ.安 倍 明義 氏19)(昭 和9年)ハ 尿 中「チ

ス チ ン」及ビ 「チ ス テイ ン」量 ガ 「ア ドレナ リ

ン」ニ ヨ リ影 響 サ ル ルヲ 認 メ,少 量 ヲ注 射 セ

バ増 加 シ,反 之 大 量 ニ テハ減 少 スル 事 ヲ報 告

セ リ.要 スル ニ 「ア ドンナ リン」ノ血 液 「ア ミ

ノ酸窒 素 」ニ 及 ボス影 響ニ 關 スル先 人 ノ業 績

ハ未 ダ一致 セル成 績 ヲ見 ザ ル ナ リ.斯 ク ノ如

ク,血 中殘 餘 窒 素 各劃 分ニ 及 ボ ス 「ア ドレナ

リン」 ノ影響ニ 關 スル先 人 ノ業績 ハ或 劃分ニ

於 テハ其 ノ實驗 成 績 ノ一 致 セル モ ノア レ ドモ

未 ダ全 ク明 カナ ラズ.又 或劃 分ニ 就 テ ハ殆 ド

全 ク一 致 セザ ル成 績ヲ 見 ル ノ状 況 ナ リ.依 テ

余 ハ更ニ 「ア ドレナ リン 」ノ血 中殘 餘 窒 素 各 種

劃 分ニ 及 ボ ス影 響ニ 關 スル先 人 ノ業績 ヲ追 試

スル ト同時ニ 此蛋 白代 謝 領域ニ 於 ケル 「ア ド

レナ リン」 ト膽汁酸 トノ拮 抗 作 用 ノ相 互 關 係

ノ有 無 ヲ究 メ ンタ メ本 實驗 ヲ遂 行 セ リ.

第2章 實驗 材 料竝ニ 實驗 方 法

第1節 試驗 動 物

體重2乃 至2.5kg位 ノ成熟健康家兎 ヲ實驗 前約

10日 間範中ニ テ毎 日 一定 養餌(豆腐粕)ヲ與 ヘ,其

ノ體重 ノ殆 ド増 減ナキヲ認 メタル後姶 メテ實驗 ニ

供セ リ.「ヒヨール 酸」又ハ「ア ドレナ リン」ヲ注射

スル時ハ前以 テ家兎 ヲ20時間 絶 食セ シ メ タル後

行 ヒテ食物 ノ影響 ヲ避 ケタリ.實驗 中ハ動物 ノ運

動竝ニ精 神的興奮 ニヨル影響 ヲ可及的ニ 避 ケ ンガ

タ メニ一定 ノ箱中ニ 入 レ,出 來得ル限 リ内外 ハ條

件 ヲ同一ニ セン事 ヲ努 メタリ.

第2節 「ヒ ヨール 酸 」及 ビ 「ア ドレ

ナ リ ン」

「ヒヨール酸 」ハ「メルク」製 ノ純「ヒヨー ル酸」ヲ

1%ノ 曹達溶液 トシテ使用 シ,「ア ドレナリン」ハ

三 共製千倍「鹽化ア ドレナ リン溶液」ヲ使用 シ,使

用時以外 ハ密栓 ヲ施 シ,氷 室ニ貯 ヘテ,其 ノ變化

ヲ防止セ リ.

第3節 定 量 法

前記 ノ如 キ家兎 ノ皮下ニ 上記 物質 ヲ注射 シ,一

定 時間 ノ後耳朶靜脉 ヨ リ約15ccノ血 液 ヲ採取 シ,

其 ノ10ccヲFolin u. Wu.氏法ニヨリ 除蛋白 ヲナ

シ,其 ノ濾液ヲ 以テ,尿 酸ハBenedict氏 法,尿 素

窒素ハFolin u. Wu.氏法,「 アミノ酸窒素」ハ

Folin氏 法ニヨ リテ定 量セ リ.

第3章 實驗 成績

第1節 「ヒ ヨー ル酸 」ノ影 響

1) 對 照 實驗

對 照 實驗 トシテ,蒸 溜 水體 重1kgニ ッ キ

3cc宛 皮下 注 射 シ,2時 間 後ニ 採 血 シ,其 ノ

尿 素窒 素,尿 酸,「 ア ミノ酸 窒 素 」ヲ定 量 セ リ.

第1表ニ 示ス ガ如 ク,尿 素 窒素 ハ各個體ニ ヨ

リ多 少 ノ動搖 ハ アル モ,大體ニ 於 テ一 定 値 ヲ

示 シ13.328mg%乃 至15.236mg%平 均

14.208mg%ニ シテ,コ ノ値 ハO. Folin u.

W. Denis氏20)(1913)ニヨル13.0mg%,田

代 重 氏14)(1926)ニ ヨル11.9mg%乃 至25.1

mg%ノ 成績 ニ略 ボ 一致 スル ヲ認 ム.「ア ミ ノ

酸 窒 素 」量 ハ各 個體 ニ ヨ リテ殆 ド動搖 ナ ク.

6.170mg%乃 至7.777mg%平 均6.741mg%
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ニ シテJ.M. Luck u.S.W. Morse氏16)

(1933)ニ ヨル7.1mg%乃 至10.2mg%平 均

9.3mg%,J.M. Luck, G. Morrison u.L.

F. Wilbur21)氏 等 ニ ヨル8.9mg%乃 至9.9

mg%,黒 澤 豊氏16)(昭 和3年)ニ ヨル7.41

mg%乃 至11.88mg%(van Slyke法),岡 田

清 三 郎 氏17)(大 正9-10年)ニヨ ル7.22mg%

乃 至10.60mg%平 均9.20田9%等 ノ値ト 略

ボ一 致 セル ヲ認 ム.尿 酸 量 ハ0.984mg%乃

至1.696mg%平 均1.454mg%ニ シテ,各 個

體 ニ ヨ リテ,甚 シ キ動搖 ヲ示 サ ズ,而 シテ コ

ノ値 ハ 松 田恒 夫 氏22)(昭 和2年)ノ 實驗 成 績

(家 兎血 中 尿酸 量1.291mg%乃 至1.522mg%

平 均1.373mg%)ト 殆 ド一致ス ル ヲ認 ム.

2) 「ヒ ョー ル酸 」ノ影 響

1%「 ヒ ヨー ル酸 」曹達 溶 液 ヲ體 重1kgニ ツ

キ3cc宛 皮 下 注 射 シ,2時 間 後ニ採 血 シ,其 ノ

尿 素窒 素,「 ア ミノ酸 窒 素 」,尿 酸 ヲ定 量 セ ル

ニ,其 ノ成績 ハ第2表ニ 示 ス如 ク
,尿 素 窒 素

ハ10.825mg%乃 至12.364mg%平 均11.558

mg%ニ シテ,對 照 例ニ 比 シ著 明ニ 減 少シ,

18.7%ノ 減 少率 ヲ示 セ リ.

「ア ミノ酸窒素 」量ハ4.985mg%乃 至5.904

mg%平 均5.510mg%ニ シテ;對 照 例ニ 比

シ著 明ニ 減 少 シ,18.3%ノ 減 少率 ヲ示 セ リ.

尿酸 量 ハ1.375mg%乃 至1.990mg%平 均

1.816mg%ニ シテ 對 照例ニ 比 シ 著 明ニ 増 加

シ24.9%ノ増加 ヲ示 セ リ.

第2節 「 ア ドレ ナ リ ン」ノ影 響

1) 對 照 實 驗

對 照 實驗 トシテ 蒸 溜 水 ヲ體 重1kgニ ツ キ

0.4cc宛 皮下 注 射30分 後ニ 採 血 シ,其 ノ尿素

窒 素,「 ア ミノ酸窒 素」,尿 酸 ヲ定 量 セ リ.

其 ノ結 果 ハ第3表ニ 示 ス如 ク,尿 素 窒 素 ハ

13.376mg%乃 至15.880mg%平 均14.096

mg%ニ シテ各 個 體 殆 ド其 ノ値 等 シク,著 明

ナ ル動搖 ヲ示 サ ズ.

「ア ミノ酸 窒 素 」 ハ6.105mg%乃至6.535

mg%平 均6.278mg%ニシ テ,各 個 體 ノ値

殆 ド一致 シテ動搖 ナ シ.尿 酸 量 ハ1.212mg%

乃 至1.776mg%平 均1.551mg%ニ シテ各

個 體 殆 ド一致 シ,認 ムベ キ動搖 ヲ示 サズ.

2) 「ア ド レナ リン」ノ影 響

「鹽化 ア ド レ ナ リン」 ヲ體 重1kgニ ツ キ

0.4cc宛 皮下 注射30分 後ニ採 血 シ,其 ノ尿 素

窒 素,「 ア ミノ酸 窒 素 」,尿 酸 量 ヲ定 量 セル ニ,

其 ノ成績 ハ第4表ニ 示 ス如 ク,尿 素 窒 素量 ハ

10.892mg%乃 至12.442mg%平 均11.703

mg%ニ シテ.對 照 例ニ 比 シ著 明ニ 減 少 シ,

16.6%ノ 減 少率 ヲ示 セ リ.

「ア ミノ酸窒 素 」量 ハ6.216mg%乃 至6.930

mg%平 均6.580mg%ニ シテ,對 照 例ニ 比

シ極 メテ僅ニ 増 加 シ,3.2%ノ 増 加 率 ヲ示 セ

リ.

尿酸 量 ハ1.238mg%乃 至2.160mg%平

均1.929mg%ニ シテ,對 照 例 ニ比 シ著 明ニ

増 加 シ,24.3%ノ 増 加 率 ヲ示 セ リ.

第3節 「ヒ ョー ル酸 」竝ニ「 ア ドン

ナ リ ン」併 用 ノ影 響

1) 對 照 實驗

第1囘 蒸 溜 水 注射(體 重1kgニ ツ キ3cc)

11/2時 間 後ニ 再 ビ蒸 溜 水(體 重1kgニ ツ キ

0.4cc)ヲ 皮 下 注射 シ,第1囘 注射2時 間 後ニ

採 血,其 ノ血 中 尿素 窒 素量,「 ア ミノ酸 窒 素 量 」
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尿 酸 量 ヲ定 量 セル ニ,第5表ニ 示 ス如 ク,尿

素 窒 素 量 ハ13.035mg%乃 至14.335mg%

平 均13.619mg%ニ シテ,各 個體ニ ヨ リ認 ム

ベ キ動搖ヲ 示 サ ズ.

「ア ミノ酸窒 素 」量 ハ6.164mg%乃 至6.664

mg%平 均6.407mg%ニ シテ.各 個體 其 ノ

値 殆 ド一致 シ認 ムベ キ動搖 ヲ示 サ ズ.尿 酸量

ハ1.428mg%乃 至1.668mg%平 均1.595

mg%ニ シヲ,各 個體 殆 ド一致 シ認 ム ベ キ動

搖 ヲ示 サズ.

2) 「ヒ ョール酸 」竝ニ 「ア ド レナ リン」併

用 ノ影 響

兩物 質 ノ作 用 最 モ強 ク現 ハル ル時 間 ヲ一 致

セ シムベ ク,1%「 ヒ ョー ル酸 曹 達」溶 液體 重

第1表

對照例(蒸 溜水注射後2時 間)

1kgニ ツキ3cc皮 下 注 射 シ,11/2時 間 後ニ

「ア ドレナ リン」ヲ 體 重1kgニ ッキ0.4cc皮

下 注 射 シ,「 ヒヨー ル酸」注射2時 間 後ニ 採 血,

其 ノ尿 素窒 素,「 アミノ 酸 窒 素 」,尿 酸 量 ヲ定

量 セ ル ニ,第6表 ニ示 ス如 ク,尿 素 窒 素 量 ハ

9.675mg%乃 至10.860mg%平 均10.133

mg%ニ シテ,對 照 例ニ 比 シ著 明ニ 減 少 シ,

25.6%ノ 減 少 率ヲ 示 セ リ.

「アミ ノ酸 窒 素 」量 ハ5.712mg%乃 至5.970

mg%平 均5.886mg%ニ シテ,對 照 例ニ 比

シ稍 々減 少シ8.1%ノ 減 少 率 ヲ示 セ リ.尿 酸

量 ハ1.968m9%乃 至2.724mg%平 均2.392

mg%ニ シテ,對 照 例ニ 比 シ著 明ニ増 加 シ

49.96%ノ 増加 率 ヲ示ミセ リ.

第2表

膽 汁 酸 注 射 後2時 間
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第3表

對照例(蒸 溜水注射後30分)

第4表

「鹽化 ア ドレナ リン」注 射 後30分

第5表

對照例(蒸 溜水第1囘 注射後11/2時 間
ニシテ第2囘 蒸溜水注射)

第6表

膽汁酸竝ニ「鹽化アドレナリン」併用注射例
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血中殘餘窒素諸劃 分ニ及 ボス「ヒヨール酸」竝ニ「ア ドレナ リン」ノ影響 1983

第4章 總 括竝ニ 考 案

以 上 ノ實 驗 成績 ヲ通覽 スル ニ,家 兎ニ 膽 汁

酸(1%曹 達溶 液體 重1kgニ ツ キ3cc皮 下 注

射)ヲ 投 與 ス ル時 ハ,投 與 後2時 間 ニ シテ,血

中尿素 窒 素,「 ア ミ ノ酸 窒 素 」ハ共ニ 著 明ニ 減

少 シ,夫 々18.7%,18.3%ノ 減 少率 ヲ示 シ,

尿酸 量 ハ獨リ 著 明ニ 増加シ24.9%ノ 増 加 率 ヲ

示 セ リ.即 チ余 ガ曩ニ發 表 セ ル實驗 成 績1)竝

ニ本實 驗成 績共ニ,唐 澤 利 千雄 氏2)以 來 岡 付

竹 次氏3),藏 本常 雄 氏5),箭 田繁福 及 ビ田 中敬

三 兩 氏6)田 中敬 三 氏7),畠 山拓 一氏4)等 ノ實

驗 成績 ト一致 スル所 ニ シテ,膽 汁酸ハ一 般 蛋

白代 謝 ハ抑 制 ス ル モ,核 蛋 白代 謝 ハ亢 進 セ シ

メ,其 ノ結 果 血 中尿 素窒 素量,「ア ミノ酸 窒 素」

量 竝ニ 尿酸 量ニ 反映 セル モノナ ル ベ シ.「ア ド

レナ リン」(體 重1kgニ ッ キ0.4cc)ヲ 皮 下ニ

注 射 セル場合ニ ハ家 兎 血 中尿素 窒 素 量 ハ減 少

シ16.6%ノ 減 少率 ヲ示シ,水 野慶 治 氏 及 ビ河

原 尚平 氏12),板 津 饒 氏13),田 代 重氏14),成 瀬

一 男 氏15)等 ノ實驗 成績 ト一致 ス.「 ア ミノ酸

窒 素」ハ 「ア ドレナ リン」ニ ヨ リ僅 カナガ ラ増

量 ノ傾 向 ヲ示 ス ト雖 モ,岡 田清 三郎 氏17),黒

澤豊氏18)等 ノ成績 ノ如 ク,殆 ド影 響 ナ シト 見

ル モ可 ナ ラ ン.尿 酸 ハ之ニ 反 シ,著 明ニ 増 加

シ(24.3%)F. Gudzent, C. Maase u.H.

Zondek10), E. Krauss u. Osterreicher9)等

ノ實驗 成 績 ト一致 セ ル ヲ認 ム.茲ニ 於 テ兩 植

物 紳經 毒 ガ之 等 血 中殘 餘窒 素劃 分ニ 及 ボ ス影

響 ヲ約 言 セバ,尿 素 窒 素 量 ハ兩 者 ニ ヨ リ共ニ

減 少 シ,「 アミ ノ酸 窒 素 」量 ハ膽 汁 酸 ニ ヨ リテ

ハ減 少 ス レ ドモ,「 ア ドレナ リン」ニ ヨリテハ

却 ッテ増 加 ノ傾 向 ヲ示 シ,尿 酸 量 ハ兩 者 ニ ヨ

リテ著 明ニ 増 加 ス.即 チ血 中殘 餘 窒 素 量ニ 關

シテ ハ兩 者 大體互ニ 拮 抗 的ニ 作 用 セ ル モ1)各

劃 分 個 々ニ 對 シテハ 必 ズ シモ拮 抗 的 ナ ラザル

ヲ認 ム.次ニ 兩 物 質 ヲ同 時ニ 投 與 セ ル場合 ノ

影響 ヲ檢 セルニ,尿 素窒 素量 ハ著 明ニ 減 少 ス

ル モ,其 ノ度 ハ兩 物 質各 々 ノ減 少率 ノ和 ヨ リ

ハ小 ナ リ.

「ア ミ ノ酸 窒 素 」量 ハ兩 物 質 ノ作 用相 殺 サ レ

テ,僅ニ 減 少 シ,尿 酸 量 ハ兩 物 質 ノ作 用相 重

リテ著 明 ニ増加シ 各 増 加 率 ノ和ニ 殆 ド等 シキ

増加 率 ヲ示 セ リ.即 チ血 中尿素 窒 素竝ニ 尿酸

量ニ對 シテハ「ア ドレナ リ ン」及 ビ膽 汁酸 ハ互

ニ協 同 的ニ,「 ア ミ ノ酸 窒 素 」量ニ對 シテ ハ互

ニ拮 抗 的ニ 作 用 スル モ ノ ノ如 シ.尚 ホ上 記 ノ

如 キ膽 汁 酸 ノ血中 尿 酸 量 増 加 ヲ招 來 スル意 義

ニ關 シテ ハ,更ニ 詳 細 ナ ル檢 索 ヲ進 メ.後 日

報 告 スル所 アル ベ シ.

第5章 結 論

1) 正 常 家 兎 血 中尿 素 窒 素 ハ 平 均14.208

mg%,「 ア ミノ酸窒 素」ハ平 均6.741mg%,

尿 酸 量 ハ平 均1.454mg%ナ リ.

2) 「ヒ ヨー ル酸 」ヲ皮 下 注 射 セバ 血 中尿 素

窒 素,「 ア ミノ酸 窒 素 」ヲ減 少 セシ メ,尿 酸 量

ヲ著 明ニ 増加 セ シム.即 チ「ヒヨー ル酸 」ハ一

般 蛋 白代 謝 ヲ抑 制 スル モ,核 蛋 白代 謝 ハ之 ヲ

亢 進 セ シム ル作用 アル ヲ認 ム.

3) 家 兎ニ 「ア ド レナ リン」ヲ皮 下 注 射 セバ

血 中尿 素窒 素 ハ減 少 シ,「 アシ ノ酸 窒 素 」ハ 僅

ニ増 加 シ,尿 酸 量 ハ著 明ニ 増 加 ス.

4) 「ヒヨ ー ル酸 」及ビ 「ア ドレナ リン」 ヲ

同時ニ 與 フ レバ,血 中殘 餘 窒 素 劃 分 中尿 素窒

素 竝ニ 尿 酸ニ 對 シテハ 協 同的ニ,「 ア ミノ 酸
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窒 素 」ニ 對 シテ ハ拮 抗 的ニ 作 用 スル モ ノ ノ如 シ.擱筆ニ 當リ終始御懇篤ナル御指導 ヲ賜ハ リ

又御校閲 ノ勞ヲ忝 ウセシ恩 師清水教授竝ニ 多

大 ノ御援助 ヲ賜ハ リタル山崎 助教授ニ 満腔 ノ
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